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a. 起動時に？

b. UVが？

c. 圧力が？

d. 量が？

e. 漏れてる？

性能点検の
簡単な方法は？
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a. 起動時に？

トップ ページへ戻る

症状

原因

処置

起動エラーが表示される、

分取精製ボタンが反転しクリックできない

画面が真っ暗、

起動しない

フラクション アーム

チューブの引っ掛かり

コンセント接続、

電源ブレーカを確認

カラム接続ぶ継手

ルアーロックを開放し

再起動

送液ライン詰まりから

ポンプが動かない

フラクション アームを

手で動かし、チューブ

引っ掛かり部を修正

電気が来ていない

再起動

タッチパネル不具合
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b. UVが？

トップ ページへ戻る

症状

原因

処置

エラー 4 または 51

の表示

UV セルからチューブ

を取外し、継手や

UVセル本体をメタ

ノールに漬けて洗浄

UVセル レンズ汚れ

UV ランプの交換後

UVキャリブレーション

を実施

メタノールやアセトン

でPrime洗浄

もしくは一晩漬けて

溶解洗浄

エラー 53 の表示
UVピークがギザギザ

乱れる

UVセルからの漏れ UVランプ故障、寿命 UVセル レンズ汚れ

メタノールやアセトン

でPrime洗浄

もしくは一晩漬けて

溶解洗浄

UV のピークが低い

もしくは出ない

溶媒を補充し、

Primeを行い

ラインを充填

溶媒が流れていない
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c. 圧力が？

トップ ページへ戻る

症状

原因

処置

オーバー プレッシャー の表示

折れ曲がりを修正

送液ラインの詰まり

カラム出口の

フィルタエレメント

分解清掃

ラインを取り外し

結晶化物、シリカなど

を除去

送液ラインの

折れ曲がり/変形

フィルタエレメントの

詰まり
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d. 量が？

トップ ページへ戻る

症状

原因

処置

フラクション量が少ない

（規定の半分程）

バルブの洗浄

システム→メンテナン

ス→Releae 

Check  Valve

パスワード 1234

ポンプチェックバルブに

ゴミが詰まっている

インレットラインの先

端が浮いている、

または溶媒切れ

溶媒を補充しPrime

で溶媒を充填

ラインの継手が

緩んでいる

継手を締め直し

Primeで

溶媒を充填

フラクションせずに

廃液に流れる

メソッド 検出条件設

定の分取設定に

誤りがある

分取設定条件の

再確認

フラクションバルブに

シリカなどの詰まり

バルブの洗浄

システム→メンテナン

ス→Clean 

Collect Valve 

パスワード 1234

疑似のメソッドで、

「全て分取」ボタンの

ON/OFFを繰り返し、

バルブ開閉を行う
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e. 漏れてる？

トップ ページへ戻る

症状

原因

処置

装置の下もしくは周辺に液漏れあり

ライン継手を再接続

カラム接続部から

漏れ

カラム蓋、接続継手

を再接続

溶媒ラインの

継手緩み
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性能点検の簡単な方法は？

トップ ページへ戻る

確認項目

判定

起動確認

メタノールでカラムなしを

200ml/minでプライムし、

圧力が 3bar 未満

起動、メイン画面表

示、シャットダウンなど

が正常に行える

チューブ接続箇所

または装置の下に

液漏れ無し

送液および漏れ確認
メソッドランニング性能確認

グラジェント/UVピーク 形状、フラクション位置/量、ランニング終了

グラジェントに対し

UVクロマトがスムー

ズに追従

フラクション位置、量、

バルブからの漏れ無し

メソッド終了後

ランニングが終了する
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メソッド設定の参考 例

1. 準備 溶媒と試験管

◆ S 1、S 3へ メタノール

◆ S 2、S 4へ アセトン

◆ 試験管をラックに入れ ラックトレイへ

2. メソッド設定 オレンジ枠の例で設定
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良好なUV ピークの参考 例

◆ 正常なUVピークはグラジェントに沿った滑らかな曲線を描く
◆ 波長は、254nm（全波長）設定
◆ 254nm波長の最大ピーク値は、1200mAU以上 1800mAU以内


